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【 部 門 区 分 】 第 ２ 部 門 第 ４ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 6 月 1 5 日 ( 2 0 2 3 . 6 . 1 5 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 2 / 0 1 4 0 5 0
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 5 3 6 1 0 1 ( P 2 0 2 2 - 5 3 6 1 0 1 )
【 国 際 特 許 分 類 】
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   Ｂ ０ ５ Ｄ 7 / 2 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｂ ０ ５ Ｄ 3 / 1 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
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　 Ｂ ０ ５ Ｄ 3 / 1 2 　 　 　 Ｚ 　 　 　
　 Ｂ ０ ５ Ｄ 7 / 2 4 ３ ０ １ Ｃ 　 　 　
　 Ｂ ０ ５ Ｄ 3 / 1 0 　 　 　 Ｈ 　 　 　
　 Ｂ ０ ５ Ｄ 3 / 1 0 　 　 　 Ｋ 　 　 　
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 6 月 7 日 ( 2 0 2 3 . 6 . 7 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 材 上 に 銀 粒 子 層 を 形 成 す る 工 程 を 有 し 、 前 記 工 程 は ア ン モ ニ ア 性 硝 酸 銀 水 溶 液 と 還 元  
剤 水 溶 液 と を 接 触 さ せ る こ と を 含 み 、 前 記 還 元 剤 水 溶 液 は 還 元 剤 と し て ヒ ド ロ キ ノ ン を 含
み 、 前 記 銀 粒 子 層 の 表 面 抵 抗 率 が １ ０ ５ Ω ／ □ 以 上 で あ る 、 積 層 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 基 材 上 に 銀 粒 子 層 を 形 成 す る 工 程 を 有 し 、 前 記 工 程 は ア ン モ ニ ア 性 硝 酸 銀 水 溶 液 と 還 元  
剤 水 溶 液 と を 接 触 さ せ る こ と を 含 み 、 前 記 還 元 剤 水 溶 液 は 還 元 剤 と し て ヒ ド ロ キ ノ ン を 含
み 、 自 動 車 用 部 品 を 製 造 す る た め の 、 積 層 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
還 元 剤 と し て ヒ ド ロ キ ノ ン を 含 み 、 ア ン モ ニ ア 性 硝 酸 銀 水 溶 液 と 接 触 さ せ て 表 面 抵 抗 率 が  
１ ０ ５ Ω ／ □ 以 上 で あ る 銀 粒 子 層 を 形 成 す る た め の 、 還 元 剤 水 溶 液 。
【 請 求 項 ４ 】
還 元 剤 と し て ヒ ド ロ キ ノ ン を 含 み 、 ア ン モ ニ ア 性 硝 酸 銀 水 溶 液 と 接 触 さ せ て 銀 粒 子 層 を 形  
成 す る た め の 還 元 剤 水 溶 液 で あ っ て 、 自 動 車 用 部 品 の 製 造 に 使 用 さ れ る 、 還 元 剤 水 溶 液 。
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